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２０２１年のノーベル物理学賞は、アメリカ・プリンストン大学上席研究員の真鍋淑

郎、ドイツ・マックスプランク研究所のクラウス・ハッセルマンおよびイタリア・ローマ・ラ・

サピエンツァ大学のジョルジョ・パリージの３氏に贈られました。真鍋・ハッセルマン両

氏の受賞理由は「地球気候を物理的にモデル化し、変動を定量化して地球温暖化

の高信頼予測を可能にした業績」（日本物理学会）でした。

真鍋氏は１９６０年代から研究をはじめ、コンピュータシミュレーションを用いて地球

に関する物理モデル、特に、大気・海洋結合モデルを開発して、気候の成り立ちと変

動を解析しました。また、大気中の二酸化炭素（ＣＯ２）が増加すると地球の温暖化に

つながる考え方を確立し、大気中のＣＯ２濃度の上昇が地表の温度上昇につながる

ことを実証しました。ハッセルマン氏はさらに天気と気候モデルをつくり、人間活動に

よって排出されたＣＯ２が大気の温度上昇につながることを解明しました。

いろいろな統計を見ますと、高度な人間活動の進歩により、１８９１年から現在まで

の大気の温度は年代に対してほぼ直線的に上昇しています（気象庁データ）。また、

１９８４年から現在までの大気中のＣＯ２濃度の上昇（気象庁データ）は、大気の温度

を確実に高くしていったことが納得できます。大気のＣＯ２濃度が上昇すれば気温は

上がることは今や現代の常識として受け止められ、人類が生存していくためには人間

活動によるＣＯ２排出をいかに抑制するかの方策が、世界中で探られています。

もし冷害に苦しむ人々が大勢いて、人々が生き続けられるためには、ＣＯ２濃度を

上昇させて気温を上げようと考えるのは、ごく自然なことと思われます。この関係を利

用して童話を描いたのは、第２次世界大戦前に東北地方の花巻で生まれ、花巻と

盛岡で生涯の大部分を過ごした宮沢賢治（１８９６‐１９３３）でした。今回のノーベル

物理学賞で象徴される現代の科学的成果から見れば、倒錯した世界が描かれてい

ますが、賢治はなぜこの童話を著わしたのでしょうか？そこには何かの理由がありそ

うです。

童話『グスコーブドリの伝記』では、大気中のＣＯ２濃度と気温との重要な関係が大

きなテーマの一つです。賢治は、この関係をどのように描いたかを紹介し、私たちへ

の示唆を考えてみたいと思います。

『グスコーブドリの伝記』の世界

賢治は、この童話を死の前年に「児童文学」に寄稿しました。明治・大正・昭和に

かけて東北地方の冷害や旱ばつによる飢饉を経験し、農村で働く人々の悲しみや苦
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労を知ってきました。亡くなる２年前に、手帳に書いた『雨ニモマケズ』にも「ヒデリノト

キハナミダヲナガシ サムサノナツハオロオロアルキ」と書かれています。干ばつや冷

害による苦しさを、農業に携わる人々と共有して著わしたと考えられます。『グスコー

ブドリの伝記』のストーリーを簡単に紹介します。

グスコーブドリはイーハトーブの大きな森のきこりの家に生まれました。ブドリが１０歳

になったころ、寒い毎日が続き夏になっても暑くならず、秋には収穫はなく農作物が

不作になってしまいました。次の年も同じく収穫はなく飢饉となりました。次の年の春

になったころ、父と母は森に行ったきり帰ってきませんでした。ブドリは妹のネリと家にと

り残されてしまいました。そして、妹は人さらいにつれさられてしまい、ブドリはついに一

人になってしまいました。ネリを追っかけて森の中で倒れていた時、何者かが来て“て

ぐす（かいこ）を飼う”という養蚕の仕事をさせられました。ある日、火山が噴火して、

養蚕は駄目になりました。ブドリは仕方なく“沼ばたけ”（水田）で農家の手伝いをし、

仕事のかたわら勧められて勉強をし、クーボーという人物が書いた本に興味をおぼえ

ました。６年間も働き、ブドリのお陰で“オリザ”（稲）の収穫が増えましたが、やがて、

寒さと旱魃が来て、農家のもとを離れなければならなくなりました。主人は、お金と紺

色の麻の服と赤皮の靴をくれました。憧れていたクーボー大博士のもとを訪ねます。

仕事を見つけに来たと告げると、面白い仕事があると、大博士から火山局の仕事を

紹介されます。火山局のペンネンナーム技師を訪ね、火山の観測や研究をして働く

ことになりました。イーハトーブには多くの火山があり、常に地震と噴火が繰り返されて

いました。ある日、サンムトリ市で地震がおこり、火山の噴火が近くなりました。噴火を

防ぐためにボーリングをしてガスを抜くか溶岩を放出

する必要がありました。工作隊を結成して、ようやく

噴火を防ぎました。４年の間に潮汐発電所もつくりま

した。さらに、旱魃を防ぐために雨と窒素肥料を人工

的に降らせる試行実験にも成功し、その成果によっ

て人々から感謝されるようになりました。幸いなこと

に、妹ネリと再会もでき、順調な日々をおくっていま

したが、ブドリが２７歳になったある時、イーハトーブの

まちは恐ろしい寒波に見舞われました。ブドリは必死

で勉強し考え、カルボナード島の火山を噴火させれ

ば人々をこの寒波から救うことができると考え、クー

ボー大博士に相談します。火山を噴火させてＣＯ２

濃度を高めて温暖化を実現しようとしたのです。そし

てついに、ブドリは自らの命とひきかえに噴火作業を
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神社のしめ縄

成功させ、多くの人々を冷害から救いました。

人工雷雨を利用して肥料散布

賢治は、農業活動をしていた羅須地人協会時代に、旱魃や冷害の苦しい経験を

何とか解決しようと考え努力していました。農業活動に入る少し前、花巻農学校時代

に生徒たちに教えていた「稲妻による窒素肥料の合成」を見てみましょう。生徒の一

人であった長坂俊雄が、賢治の授業について、次のような思い出を語っています。

しめなわに、細い藁を二、三本下げる風習があるでしょう。あれはね、きみたちな

ぜだか分かりますかと言うのです。「太いしめなわの本体は雲。細く下がっているのは

雨を表しています。」と言うのです。そうして白いごへいは稲妻だったのですね。ぜん

ぜん知りませんでした。「では、なぜここに稲妻が出るのでしょう。それは、稲妻によっ

て害虫が殺されるからです。稲妻はまた、空気中のチッソを分解して、雨と一緒にじ

ょじょにじょじょに地中に染み込ませます。稲妻の無線局の塔の下に麦畑がありま

す。その畑は、以前からなぜかちっとも肥料をやらなくとも麦がよく実ったのです。

ごへいは御幣と書き、白色や金・銀の紙などを細長く切り、串にはさんだものです。

「しめ縄の本体は雲を、垂れ下がっている藁は雨を、紙垂は雷（稲妻）を表わしてい

る。」という伝統的な説を生徒に解説しています。稲妻は、自然界で栄養素となる窒素

化合物をつくる源であることは、現代科学によりかなりわかるようになりつつあります。

さて童話では、ブドリが人工雷を使って雨と窒素肥料をつくる最初の重要な仕事

が、次のように書かれています。

次の年の春、イーハトーヴの火山局では、次のやうなポスターを村や町へ張りました。

「窒素肥料を降らせます。
そ さ い

今年の夏、雨といつしよに、硝酸アムモニヤをみなさんの沼ばたけや蔬菜ばたけ

に降らせますから、肥料を使ふ方は、その分を入れて計算してください。分量は

百メートル四方につき百二十キログラムです。雨もすこしは降らせます。
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（中略）

「硝酸アムモニヤはもう雨の中へでてきてゐる。量もこれぐらゐならちやうどいゝ。移動

のぐあひもいゝらしい。あと四時間やれば、もうこの地方は今月中は沢山だらう。つゞけ

てやってくれたまへ。」

（中略）

受話器がジーと鳴りました。

「こつちでは大分雷が鳴りだして来た。網があちこちちぎれたらしい。あんまり鳴らすと

あしたの新聞が悪口を云ふからもう十分ばかりでやめよう。」

ブドリは受話器を置いて耳をすましました。雲の海はあつちでもこつちでもぶつぶつ
つぶや

ぶつぶつ呟いてゐるのです。よく気をつけて聞くとやつぱりそれはきれぎれの雷の音で

した。
には

ブドリはスヰツチを切りました。俄かに月のあかりだけになつた雲の海は、やつぱりし
ねむ

づかに北へ流れてゐます。ブドリは毛布をからだに巻いてぐつすり眠りました。

（『グスコーブドリの伝記』「七、雲の海」より）

ブドリは人工雷雨を利用して窒素肥料を散布し、苦しむ人々を救ったのでした。

（続く）
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１）『宮沢賢治全集』 全１０巻、ちくま文庫（１９８６）．

２）校本『宮沢賢治全集』 全１４巻、筑摩書房（１９７４）．

３）畑山 博：『教師宮沢賢治のしごと』、小学館（１９８８）．
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